
J1王者はなぜ優勝を逃したのか？
～史上最強・川崎フロンターレ2019年の戦い～

川崎Fの得意としていたプレーが明らかに！⇒その“質”は2019年シーズンにも維持されていたのかを分析！

データを提供して頂き、貴重な研究機会を与えてくださった情報・システム研究機構 統計数理研究所 医療健康データ化学研究センター様、
データスタジアム 株式会社様に深く感謝申し上げます。
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分析２ 2019年の低迷の理由を探る

図１ FW+MFのショートパス総数チーム比較
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図３ MFのPA外シュート本数（本）
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図２ FW+MFのワンタッチパス総数チーム比較
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図４ １７～１９ FW+MFのワンタッチパス数3年比較
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図５ １７～１９ FW＋MFのショートパス数3年比較
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図６ １７～１９ FW+MFのPA内シュート数3年比較
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図７ １７～１９ FW+MFのPA外シュート数3年比較
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図８ １７～１９ FW+MFのクロス数3年比較


